
( 別紙　２）

日程 日付 会場 時間
所要
時間

講義
演習

目的

事前動
画視聴

1.5 講義 ②
介護保険制度及び地域包括ケアシステムの現状
≪1/2≫
※事前動画視聴及びレポート課題提出となります。

事前動
画視聴

1.5 講義 ②
介護保険制度及び地域包括ケアシステムの現状
≪2/2≫
※事前動画視聴及びレポート課題提出となります。

事前動
画視聴

3 講義 ③
対人個別援助技術及び地域援助技術
※事前動画視聴及びレポート課題提出となります。

対人個別援助技術（ソーシャルケースワーク）と地域援助技術（コミュニティソーシャルワーク）の違い
と役割を理解する。

事前動
画視聴

2 講義 ④
ケアマネジメントの実践における倫理
※事前動画視聴及びレポート課題提出となります。

ケアマネジメントを実践する上で感じた倫理的な課題を踏まえ、チームで対応していく際のチームアプ
ローチの方法及び高齢者の権利を擁護する上で必要な制度等を理解する。

事前動
画視聴

4 講義 ⑤
ケアマネジメントに必要な医療との連携及び多職種協働の実
践
※事前動画視聴及びレポート課題提出となります。

実践を通じて感じた医療との連携や多職種協働に関する課題を踏まえ、今後の実践に向けて必要
な知識・技術を理解する。

13：30
｜

14：45
1.3

②
③
④
⑤

【事前視聴科目　修了評価テスト】
介護保険制度及び地域包括ケアシステムの現状
対人個別援助技術及び地域援助技術
ケアマネジメントの実践における倫理
ケアマネジメントに必要な医療との連携及び多職種協働の実
践

14：55
｜

17：25
2.5

講義
演習

- 沖縄県版共通アセスメント様式活用研修
沖縄県が推奨している沖縄県版共通アセスメント様式の基本的な記入方法、アセスメント力を修得
（理解）する。修得（理解）したことを踏まえて、事例の提出を行うことができる。

２
日
目

6/4
（金）

11：00
｜

17：15
5.3

講義
演習

①
ケアマネジメントにおける実践の振り返り及び課題の設定
≪1/2≫

介護支援専門員としての実践の振り返りを通じて、ケアマネジメントプロセスを再確認した上で、専門
職としての自らの課題を理解する。

３
日
目

6/5
（土）

10：00
｜

18：15
7.3

講義
演習

①
ケアマネジメントにおける実践の振り返り及び課題の設定
≪2/2≫

介護支援専門員としての実践の振り返りを通じて、ケアマネジメントプロセスを再確認した上で、専門
職としての自らの課題を理解する。

11：00
｜

12：00
1 講義 ⑥-1 リハビリテーション及び福祉用具の活用に関する事例

13：00
｜

16：15
3.3 演習 ⑥-1 リハビリテーション及び福祉用具の活用に関する事例

16：25
｜

17：25
1 講義 ⑥-7

状態に応じた多様なサービス（地域密着型サービス、施設
サービス等）の活用に関する事例

状態に応じた多様なサービス(地域密着型サービス、施設サービス等）の活用に関する事例
を用いて講義・演習を行うことにより、介護保険で提供される地域密着型サービス等の活
用に係る知識およびケアマネジメントの手法を修得する。

9：30
｜

12：45
3.3 演習 ⑥-7

状態に応じた多様なサービス（地域密着型サービス、施設
サービス等）の活用に関する事例

状態に応じた多様なサービス(地域密着型サービス、施設サービス等）の活用に関する事例
を用いて講義・演習を行うことにより、介護保険で提供される地域密着型サービス等の活
用に係る知識およびケアマネジメントの手法を修得する。

13：45
｜

14：45
1 講義 ⑥-6 社会資源の活用に向けた関係機関との連携に関する事例

14：55
｜

18：10
3.3 演習 ⑥-6 社会資源の活用に向けた関係機関との連携に関する事例

10：00
｜

11：00
1 講義 ⑥-4 入退院時等における医療との連携に関する事例

12：00
｜

15：15
3.3 演習 ⑥-4 入退院時等における医療との連携に関する事例

15：25
｜

16：25
1 講義 ⑥-2 看取り等における看護サービスの活用に関する事例

看護サービスの活用が必要な事例を用いて講義・演習を行うことにより、看護サービスの
活用に係る知識及びケアマネジメント手法を修得する。

9：30
｜

12：45
3.3 演習 ⑥-2 看取り等における看護サービスの活用に関する事例

看護サービスの活用が必要な事例を用いて講義・演習を行うことにより、看護サービスの
活用に係る知識及びケアマネジメント手法を修得する。

13：45
｜

14：45
1 講義 ⑥-3 認知症に関する事例

14：55
｜

18：10
3.3 演習 ⑥-3 認知症に関する事例

10：00
｜

11：00
1

講義
⑥-5 家族への支援の視点が必要な事例

12：00
｜

15：15
3.3 演習 ⑥-5 家族への支援の視点が必要な事例

10：00
｜

12：00
2 講義 ⑦ 個人での学習及び介護支援専門員相互間の学習

指導・支援、コーチング、スーパービジョン等の違いを踏まえ、自らがそれらを受ける際の心構えや、
専門職として不断に自己研鑽を行うことの重要性を理解する。

13：00
｜

15：15
2.3

講義
演習

⑧
研修全体を振り返っての意見交換、講評及びネットワーク作
り

研修全体を通じた振り返りを行うことで、今後の学習課題を認識し、自己研鑽の意欲を高める。また、
研修受講者間でのネットワークの構築を図る。

15：25
｜

15：55
― 説明 ※ 更新手続き等に関する説明
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≪WEB配信【zoom活用）についてお願い≫

進行状況や通信状況により、一時中断や時間の変更が生じる場合がございます。
予期せぬトラブルが生じる場合もございます。トラブルに対応しながらの研修実施となります事ご理解・ご了承の程、よろしくお願い申し上げます。

令和3年度介護支援専門員「専門研修課程Ⅰ」
研修プログラム

科　目

１
日
目

5/21
（金）

９
日
目

7/2
（金）

ZOOMを活用した
オンライン研修

介護保険制度の最新の動向や地域包括ケアシステムの構築に向けた現状の取組を理解した
上で、今後の地域包括ケアシステムの展開における介護支援専門員としての関わりを理解
する。また、地域包括ケアシステムの中で、利用者及びその家族を支援していくに当たっ
て、関連する制度等を理解する。

認知症に関する事例を用いて講義・演習を行うことにより、認知症に関する知識および認
知症の要介護者等に有効なサービスを活用した効果的なケアマネジメント手法を修得す
る。。

８
日
目

7/1
（木）

家族への支援の視点が必要な事例を用いて講義・演習を行うことにより、家族への支援の
視点も踏まえたケアマネジメント手法を修得する。

７
日
目

6/30
（水）

科目ごとに修了評価テストを設けております。修了評価テストを含めた所要時間数となっております。
≪※≫　進行状況や通信状況により、一時中断や講義時間が変更になる場合がございます。ご了承願います。

４
日
目

6/16
（水）

リハビリテーションや福祉用具等の活用が有効な事例を用いて講義・演習を行うことによ
り、リハビリテーションや福祉用具等の活用に係る知識およびケアマネジメント手法を修
得する。

５
日
目

6/17
（木）

社会資源の活用に向けた関係機関との連携に関する事例を用いて講義・演習を行うことに
より、利用者が活用しうる制度に関する知識および関係機関等との連携を踏まえたケアマ

ネジメント手法を習得する。

６
日
目

6/29
（火）

入退院時等における医療との連携に関する事例を用いて講義・演習を行うことにより、医
療との連携に必要な知識及び医療との連携を踏まえたケアマネジメント手法を修得する。


